











その背景には，宮内省図書寮編『天皇皇族実録』の刊行（ゆまに書房，2006 ～ 10 年）をはじめ，史

































るものは，昭和 40 年から 59 年に，最終的な編集が行われたものである。各親王家について，歴代
当主の親王（とその妻子女）ごとに，編年で生涯の主要なできごとに関して，見出し（綱文）を付け
（左下に編修課と記された，赤い罫線の縦 20 字・横 10 行の 200 字詰め縦書き原稿用紙に手書き），

















①伏見宮実録：栄仁親王から幕末の貞教親王まで全 129 冊ある（識別番号 75201 ～ 75329）。2014
年 3 月現在，閲覧は「全部利用」可能である。赤坂恒明氏のweb によれば，氏は 1年半かけて，「伏
見宮実録」全 129 冊の閲覧（申請）・撮影を完了したということである（http://www.geocities.jp/
akasakatsuneaki/h251227.html）。今後どのように活用されるか楽しみである。
②桂宮実録：智仁親王から明治中期の淑子内親王まで全 35 冊ある（識別番号 75330 ～ 75364）。当
初は閲覧申請する必要のあるものが多くあったが，今回の筆者の調査で全 35 冊が閲覧可能（全部
利用）になった（詳細は後掲の表を参照）。





④閑院宮実録：直仁親王から天保期の愛仁親王まで 40 冊ある（識別番号 75455 ～ 75494）。こちらも，
筆者がかなり閲覧申請を行い，現在は全 40 冊が閲覧可能（全部利用）である。
⑤抄本：各実録の見出し（綱文）を編年で並べた 33 冊（識別番号 74941 ～ 74973）。典拠資料名や
資料本文は記されていないが，各親王の生涯を概観する上で，極めて有用である。伏見宮家で 16冊，
桂宮家で 4冊，有栖川宮家で 7冊，閑院宮家で 5冊，総目次が 1冊あり，全冊「全部利用」できる。
⑥四親王家実録編修録 5（識別番号 27616）・四親王家実録編修録（附大宮御所引継書類）（6冊。識

















ので，毎回 10 点程度の利用請求を行い，およそ 1か月に 1回（日帰り）のペースで東京にある宮内
































№ 識別番号 目録に記載された特定歴史公文書等の名称 補足情報
コマ数
（概数）撮影年月日
1 74957 四親王家実録　抄本 17　桂宮実録１　 智仁親王実録、智忠親王実録 81 2013/8/13
2 74958 四親王家実録　抄本 18　桂宮実録２ 穏仁親王実録、長仁親王実録、尚仁親王実録、作宮実録、文仁親王実録
64 2013/8/13
3 74959 四親王家実録　抄本 19　桂宮実録３ 家仁親王実録 87 2013/8/13
4 74960 四親王家実録　抄本 20　桂宮実録４ 公仁親王実録、盛仁親王実録、節仁親王実録、淑子内親王実録
94 2013/8/13
5 75330 四親王家実録 130　桂宮実録１ 智仁親王 天正７年～慶長５年 1579 ～ 1600 289 2013/6/13
6 75331 四親王家実録 131　桂宮実録２ 智仁親王 慶長６年～ 12 年 1601 ～ 1607 254 2013/6/13
7 75332 四親王家実録 132　桂宮実録３ 智仁親王 慶長 13 年～元和４年 1608 ～ 1618 271 2013/8/13
8 75333 四親王家実録 133　桂宮実録４ 智仁親王 元和５年～寛永６年 1619 ～ 1629 257 2013/8/13
9







天正 11 ～慶長９　1583 ～ 1604













11 75336 四親王家実録 136　桂宮実録７ 智忠親王 元和５年～正保２年 1619 ～ 1645 338 2013/8/13
12









13 75338 四親王家実録 138　桂宮実録９ 穏仁親王 寛永 20 年～寛文７年３月 23 日
1643 ～ 1667 158 2013/8/30
14 75339 四親王家実録 139　桂宮実録 10 長仁親王 明暦元年～延宝３年 1655 ～ 1675 79 2013/8/30
15 75340 四親王家実録 140　桂宮実録 11 尚仁親王 寛文 11 年～元禄２年 1671 ～ 1689 174 2013/8/30
16 75341 四親王家実録 141　桂宮実録 12 作宮 元禄２年～５年 1689 ～ 1692 117 2013/8/30
17 75342 四親王家実録 142　桂宮実録 13 文仁親王 延宝８年～宝永４年 1680 ～ 1707 242 2013/11/14
18





？～正徳元～正徳２　？～ 1711 ～ 1712
195 2013/11/14
19




宝永３～享保 14　1706 ～ 1729
332 2013/11/14
20




正徳元～享保 16　1711 ～ 1731
312 2013/11/14
21 75346 四親王家実録 146　桂宮実録 17 家仁親王 元禄 16 年～享保４年 1703 ～ 1719 298 2013/8/30
22 75347 四親王家実録 147　桂宮実録 18 家仁親王 享保５～ 18 年 1720 ～ 1733 295 2013/8/30
23 75348 四親王家実録 148　桂宮実録 19 家仁親王 享保 19 年～宝暦５年 1734 ～ 1755 287 2013/8/30
24 75349 四親王家実録 149　桂宮実録 20 家仁親王 宝暦６年～明和５年 1756 ～ 1768 301 2013/8/30
25








元禄 13 ～享保 10　1700 ～ 1725
宝永６～延享３　1709 ～ 1746






26 75351 四親王家実録 151　桂宮実録 22 家仁親王　 王子 尊峰親王（1） 元文６～宝暦５　1741 ～ 1755 218 2013/11/14
27 75352 四親王家実録 151　桂宮実録 23 家仁親王　 王子 尊峰親王（2） 宝暦６～天明８　1756 ～ 1788 237 2013/11/14
28 75353 四親王家実録 153　桂宮実録 24 家仁親王　 王子 尊映親王（1） 延享３～明和７　1746 ～ 1770 307 2013/12/12
29 75354 四親王家実録 154　桂宮実録 25 家仁親王　 王子 尊映親王（2） 明和８～寛政５　1771 ～ 1793 306 2013/12/12
30 75355 四親王家実録 155　桂宮実録 26 公仁親王 享保 18 年～宝暦３年 1733 ～ 1753 268 2013/12/12
31 75356 四親王家実録 156　桂宮実録 27 公仁親王 宝暦４年～明和５年 1754 ～ 1768 284 2013/12/12




33 75358 四親王家実録 158　桂宮実録 29 公仁親王　妃　源徳川壽子（1）寛保３～安永９　1743 ～ 1780 254 2013/12/12
34
75359 四親王家実録 159　桂宮実録 30 公仁親王
　妃　源徳川壽子（2）
　王女　在子女王
安永 10 ～寛政２　1781 ～ 1790
宝暦６～明和７　1756 ～ 1770
283 2013/12/12
35 75360 四親王家実録 160　桂宮実録 31 盛仁親王 文化７年～８年 1810 ～ 1811 189 2014/1/8
36 75361 四親王家実録 161　桂宮実録 32 節仁親王 天保４年～７年　 1833 ～ 1836 124 2014/1/8
37 75362 四親王家実録162　桂宮実録 33 淑子内親王 文政 12年～慶応元年 1829 ～ 1865 301 2014/1/8
38 75363 四親王家実録 163　桂宮実録 34 淑子内親王 慶応２年～明治８年 1866 ～ 1875 356 2014/1/8
39 75364 四親王家実録 164　桂宮実録 35 淑子内親王 明治９年～ 19 年 1876 ～ 1886 325 2014/1/8
167日本史上の親王・宮家に関する基礎的研究






































































The study of the Emperor and the Imperial Court in the Edo period is quite active at present. 
However, the study of the Sinno-Imperial Princes and Princesses and Monk Princes and Princesses- 
has not progressed as much, because not many documents were publically available.  With the 
Imperial Household Agency having recently made public many documents for viewing, I visited their 
Archives Division, Archives and Mausolea Department and researched documents related to the four 
royal houses.  I copied about 9200 pieces of documents related to the Katsura royal house with a 
digital camera, and I worked on republishing them. In addition, I collected some books and resources 
concerning the Katsura royal house.
In this paper, I explain an outline of my findings, and supply a table of the documents of the 
Katsura royal house.  In the future, I plan to edit the chronological history of each Shinno of the 
Katsura royal house, research their roles and cultural activities and publish papers related to these 
subjects.
 Keywords : Imperial Prince, Imperial Princess, Monk Prince, Katsura Royal House, Cultural 
Activity
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